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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下記一般式（１）
【化１】

（式中、Ｒ1は炭素数１～１０の非置換のアルキル基、炭素数２～１０の非置換のアルケ
ニル基又は炭素数６～１０の非置換のアリール基である。Ｒ2は炭素数２～１０の非置換
のアルケニル基又は炭素数６～１０の非置換のアリール基である。Ｒ3及びＲ4は炭素数１
～１０の非置換の１価炭化水素基であり、各々同一又は異なっていてもよい。ｎは０～２
の整数である。）
で示されるアミノ基を有する有機ケイ素化合物。
【請求項２】
　下記一般式（２）
【化２】
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（式中、Ｒ1は炭素数１～１０の非置換のアルキル基、炭素数２～１０の非置換のアルケ
ニル基又は炭素数６～１０の非置換のアリール基である。Ｒ2は炭素数２～１０の非置換
のアルケニル基又は炭素数６～１０の非置換のアリール基である。）
で示されるアミン化合物と下記一般式（３）
【化３】

（式中、Ｒ3及びＲ4は炭素数１～１０の非置換の１価炭化水素基であり、各々同一又は異
なっていてもよい。ｎは０～２の整数である。）
で示されるγ－グリシドキシプロピルアルコキシシランを反応させ、得られた反応混合物
を溶媒還流下で脱アルコール環化することを特徴とする請求項１記載のアミノ基を有する
有機ケイ素化合物の製造方法。
【請求項３】
　下記一般式（２）
【化４】

（式中、Ｒ1は炭素数１～１０の非置換のアルキル基、炭素数２～１０の非置換のアルケ
ニル基又は炭素数６～１０の非置換のアリール基である。Ｒ2は炭素数２～１０の非置換
のアルケニル基又は炭素数６～１０の非置換のアリール基である。）
で示されるアミン化合物に、下記一般式（３）

【化５】

（式中、Ｒ3及びＲ4は炭素数１～１０の非置換の１価炭化水素基であり、各々同一又は異
なっていてもよい。ｎは０～２の整数である。）
で示されるγ－グリシドキシプロピルアルコキシシランを反応する際に、溶媒還流下で脱
アルコール環化反応を同時に行うことを特徴とする請求項１記載のアミノ基を有する有機
ケイ素化合物の製造方法。
【請求項４】
　塩基性触媒の存在下で脱アルコール環化することを特徴とする請求項２又は３記載のア
ミノ基を有する有機ケイ素化合物の製造方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、シランカップリング剤、表面処理剤、繊維処理剤、接着剤、塗料添加剤、高
分子変性剤等に有用なアミノ基を有する有機ケイ素化合物及びその製造方法に関するもの
である。
【背景技術】
【０００２】
　従来、アミノ基を有する有機ケイ素化合物は、シランカップリング剤、表面処理剤、繊
維処理剤、接着剤、塗料添加剤等に有用であることが知られている。特に、高分子材料の
機械的特性や耐熱性を向上させる目的で無機材料（例えばガラス繊維、金属、酸化物充填
剤）を添加する場合、上記有機ケイ素化合物を用いることで、高分子材料と無機材料との
密着性向上や無機材料の分散状態がよくなることが知られており、期待される添加効果が
より高くなることが知られている。
【０００３】
　上記のような有機ケイ素化合物を含め、シランカップリング剤は、使用する際の混合プ
ロセス中において、相当量のアルコールが発生することは公知である。近年、地球温暖化
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や健康問題等に関係の深い環境問題において、揮発性有機化合物の削減が大きなテーマと
して挙げられており、シランカップリング剤から発生するアルコール量を削減することで
揮発性有機化合物の削減に取り組む開発が行われている。例えば、アルコキシシランのア
ルコキシル基の一部を不揮発性の長鎖アルキルポリエーテル基に交換したり（特許文献１
：特開２００６－２４９０６９号公報）、アルコキシシランを一部にアルコキシル基を残
したまま部分的に加水分解・縮合したシロキサンオリゴマーとした場合（特許文献２：特
許第２９６２９３４号公報、特許文献３：特開２００２－２２６４９０号公報）、使用時
に発生するアルコール量を低減できることが知られている。
【０００４】
　上記のアルコール発生低減のために、有機ケイ素化合物は、不揮発性のアルコキシル基
に交換されたり、分子間でシロキサン結合を形成して高分子量化するため蒸留による精製
が困難となり、目的物が高純度化できない。また、目的物が混合物となるために使用した
際に物性が安定しないといった問題が発生していた。これらを改善するため、アミノ基を
有し、容易に精製が可能で、かつ、使用時に発生するアルコール量を削減できる有機ケイ
素化合物が報告されている（特許文献４：特許第５３５９５８５号公報）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００６－２４９０６９号公報
【特許文献２】特許第２９６２９３４号公報
【特許文献３】特開２００２－２２６４９０号公報
【特許文献４】特許第５３５９５８５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかし、上記アルコール量を削減した有機ケイ素化合物は、使用した際に樹脂との相溶
性や密着性が不十分な場合があり、更なる改善が望まれていた。
【０００７】
　よって、アミノ基を有し、容易に精製が可能で、かつ、使用時に発生するアルコール量
の削減が可能であり、更に使用した際に樹脂との相溶性や密着性の向上が可能な有機ケイ
素化合物の開発が望まれていた。
【０００８】
　本発明は上記事情に鑑みなされたもので、アミノ基を有し、容易に精製が可能で、かつ
、使用時に発生するアルコール量の削減が可能であり、更に使用した際に樹脂との相溶性
や密着性の向上が可能な有機ケイ素化合物及びその製造方法を提供することを目的とする
。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明者らは、上記目的を達成するものとして、下記アミノ基を有する有機ケイ素化合
物及びその製造方法を提供する。
［１］　下記一般式（１）
【化１】

（式中、Ｒ1は炭素数１～１０の非置換のアルキル基、炭素数２～１０の非置換のアルケ
ニル基又は炭素数６～１０の非置換のアリール基である。Ｒ2は炭素数２～１０の非置換
のアルケニル基又は炭素数６～１０の非置換のアリール基である。Ｒ3及びＲ4は炭素数１
～１０の非置換の１価炭化水素基であり、各々同一又は異なっていてもよい。ｎは０～２
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の整数である。）
で示されるアミノ基を有する有機ケイ素化合物。
［２］　下記一般式（２）
【化２】

（式中、Ｒ1は炭素数１～１０の非置換のアルキル基、炭素数２～１０の非置換のアルケ
ニル基又は炭素数６～１０の非置換のアリール基である。Ｒ2は炭素数２～１０の非置換
のアルケニル基又は炭素数６～１０の非置換のアリール基である。）
で示されるアミン化合物と下記一般式（３）
【化３】

（式中、Ｒ3及びＲ4は炭素数１～１０の非置換の１価炭化水素基であり、各々同一又は異
なっていてもよい。ｎは０～２の整数である。）
で示されるγ－グリシドキシプロピルアルコキシシランを反応させ、得られた反応混合物
を溶媒還流下で脱アルコール環化することを特徴とする［１］記載のアミノ基を有する有
機ケイ素化合物の製造方法。
［３］　下記一般式（２）
【化４】

（式中、Ｒ1は炭素数１～１０の非置換のアルキル基、炭素数２～１０の非置換のアルケ
ニル基又は炭素数６～１０の非置換のアリール基である。Ｒ2は炭素数２～１０の非置換
のアルケニル基又は炭素数６～１０の非置換のアリール基である。）
で示されるアミン化合物に、下記一般式（３）

【化５】

（式中、Ｒ3及びＲ4は炭素数１～１０の非置換の１価炭化水素基であり、各々同一又は異
なっていてもよい。ｎは０～２の整数である。）
で示されるγ－グリシドキシプロピルアルコキシシランを反応する際に、溶媒還流下で脱
アルコール環化反応を同時に行うことを特徴とする［１］記載のアミノ基を有する有機ケ
イ素化合物の製造方法。
［４］　塩基性触媒の存在下で脱アルコール環化することを特徴とする［２］又は［３］
記載のアミノ基を有する有機ケイ素化合物の製造方法。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、上記アミノ基を有する有機ケイ素化合物を用いることにより、高分子
材料への相溶性や密着性が向上し、高分子材料に高い機械的特性や耐熱性を付与すること
ができる。また、本発明の有機ケイ素化合物は、容易に精製が可能で、使用時に発生する
アルコール量を低減することができる。更に、本発明の有機ケイ素化合物は、活性な水素
原子を有さないため、イソシアネート基やエポキシ基等の活性水素と反応性を有する官能
基を持ったポリマー組成物へ添加する場合、官能基が反応することがなく、使用する時に
加水分解等により水酸基を発生させることが可能である。また、アニオン重合末端変性剤
として用いた場合、アニオン重合末端は環内の酸素原子とは反応せず、選択的にアルコキ
シケイ素部位と反応するため、定量的にアニオン重合末端にケイ素原子と結合した酸素原
子を導入することができ、その後の加水分解等により容易にアミノ基及び水酸基変性高分
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子を製造することが可能である。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】実施例１で得られた化合物の重クロロホルム溶液にて測定した1Ｈ－ＮＭＲスペ
クトルである。
【図２】実施例１で得られた化合物のＩＲスペクトルである。
【図３】実施例２で得られた化合物の重クロロホルム溶液にて測定した1Ｈ－ＮＭＲスペ
クトルである。
【図４】実施例２で得られた化合物のＩＲスペクトルである。
【図５】実施例３で得られた化合物の重クロロホルム溶液にて測定した1Ｈ－ＮＭＲスペ
クトルである。
【図６】実施例３で得られた化合物のＩＲスペクトルである。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　本発明のアミノ基を有する有機ケイ素化合物は、下記一般式（１）
【化６】

（式中、Ｒ1は炭素数１～１０の置換又は非置換のアルキル基、炭素数２～１０の置換又
は非置換のアルケニル基、炭素数６～１０の置換又は非置換のアリール基、又は炭素数７
～１０の置換又は非置換のアラルキル基である。Ｒ2は炭素数２～１０の置換又は非置換
のアルケニル基、炭素数６～１０の置換又は非置換のアリール基、又は炭素数７～１０の
置換又は非置換のアラルキル基である。Ｒ3及びＲ4は炭素数１～１０の置換又は非置換の
１価炭化水素基であり、各々同一又は異なっていてもよい。ｎは０～２の整数である。）
で示されるアミノ基を有する有機ケイ素化合物である。
【００１３】
　上記一般式（１）中、Ｒ1は炭素数１～１０、好ましくは１～６の置換又は非置換のア
ルキル基、炭素数２～１０、好ましくは２～６の置換又は非置換のアルケニル基、炭素数
６～１０の置換又は非置換のアリール基、又は炭素数７～１０の置換又は非置換のアラル
キル基である。具体例としては、例えば、メチル基、エチル基、ｎ－プロピル基、ｎ－ブ
チル基、ｎ－ペンチル基、ｎ－ヘキシル基、ｎ－ヘプチル基、ｎ－オクチル基、ｎ－ノニ
ル基、ｎ－デシル基、ｎ－ウンデシル基、ｎ－ドデシル基等の直鎖状、イソプロピル基、
イソブチル基、ｓｅｃ－ブチル基、ｔｅｒｔ－ブチル基、イソペンチル基、ネオペンチル
基、イソヘキシル基、イソヘプチル基、イソオクチル基、ｔｅｒｔ－オクチル基、イソノ
ニル基、イソデシル基、イソウンデシル基、イソドデシル基等の分岐状、シクロペンチル
基、シクロヘキシル基等の環状のアルキル基、ビニル基、アリル基、メタリル基、ブテニ
ル基、ヘプテニル基、ヘキセニル基、シクロヘキセニル基等のアルケニル基、フェニル基
、トリル基、キシリル基等のアリール基、ベンジル基等のアラルキル基が挙げられる。特
に、樹脂との相溶性を改善する観点から、ビニル基、アリル基、フェニル基が好ましい。
また、炭化水素基の水素原子の一部又は全部が置換されていても良く、該置換基としては
、具体的には、例えば、メトキシ基、エトキシ基、（イソ）プロポキシ基等のアルコキシ
基；フッ素原子、塩素原子、臭素原子、ヨウ素原子等のハロゲン原子からなる基、シアノ
基、アミノ基、芳香族炭化水素基、エステル基、酸素原子を介在するアルキル基、アシル
基、スルフィド基、アルキルシリル基、アルコキシシリル基等が挙げられ、これらを組み
合わせて用いることもできる。これらの置換基の置換位置は特に限定されず、置換基数も
限定されない。
【００１４】
　上記一般式（１）中、Ｒ2は炭素数２～１０、好ましくは炭素数２～６の置換又は非置
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換のアルケニル基、炭素数６～１０の置換又は非置換のアリール基、又は炭素数７～１０
の置換又は非置換のアラルキル基である。具体例としては、例えば、ビニル基、アリル基
、メタリル基、ブテニル基、ヘプテニル基、ヘキセニル基、シクロヘキセニル基等のアル
ケニル基、フェニル基、トリル基、キシリル基等のアリール基、ベンジル基等のアラルキ
ル基が挙げられる。特に、樹脂との相溶性を改善する観点から、ビニル基、アリル基、フ
ェニル基が好ましい。また、炭化水素基の水素原子の一部又は全部が置換されていても良
く、該置換基としては、上記Ｒ1と同様の置換基が挙げられる。
【００１５】
　また、式（１）において、Ｒ3及びＲ4は炭素数１～１０、好ましくは１～６の置換又は
非置換の１価炭化水素基であり、直鎖状、分岐状又は環状のアルキル基、アルケニル基、
アリール基等が挙げられる。具体的には、例えば、メチル基、エチル基、ｎ－プロピル基
、ｎ－ブチル基、ｎ－ペンチル基、ｎ－ヘキシル基、ｎ－ヘプチル基、ｎ－オクチル基、
ｎ－ノニル基、ｎ－デシル基、ｎ－ウンデシル基、ｎ－ドデシル基等の直鎖状、イソプロ
ピル基、イソブチル基、ｓｅｃ－ブチル基、ｔｅｒｔ－ブチル基、イソペンチル基、ネオ
ペンチル基、イソヘキシル基、イソヘプチル基、イソオクチル基、ｔｅｒｔ－オクチル基
、イソノニル基、イソデシル基、イソウンデシル基、イソドデシル基等の分岐状、シクロ
ペンチル基、シクロヘキシル基等の環状のアルキル基、フェニル基、トリル基、キシリル
基等のアリール基、ベンジル基等のアラルキル基が挙げられる。また、炭化水素基の水素
原子の一部又は全部が置換されていても良く、該置換基としては、上記Ｒ1と同様の置換
基が挙げられ、特に経済性の観点から、メチル基、エチル基が好ましい。
【００１６】
　一般式（１）で示される化合物として具体的には、２，２－ジメトキシ－８－（Ｎ－メ
チル－Ｎ－ビニルアミノメチル）－１，６－ジオキサ－２－シラシクロオクタン、２，２
－ジメトキシ－８－（Ｎ－エチル－Ｎ－ビニルアミノメチル）－１，６－ジオキサ－２－
シラシクロオクタン、２，２－ジメトキシ－８－（Ｎ－プロピル－Ｎ－ビニルアミノメチ
ル）－１，６－ジオキサ－２－シラシクロオクタン、２，２－ジメトキシ－８－（Ｎ－ブ
チル－Ｎ－ビニルアミノメチル）－１，６－ジオキサ－２－シラシクロオクタン、２，２
－ジメトキシ－８－（Ｎ－イソプロピル－Ｎ－ビニルアミノメチル）－１，６－ジオキサ
－２－シラシクロオクタン、２，２－ジメトキシ－８－（Ｎ－シクロヘキシル－Ｎ－ビニ
ルアミノメチル）－１，６－ジオキサ－２－シラシクロオクタン、２，２－ジメトキシ－
８－（Ｎ，Ｎ－ジビニルアミノメチル）－１，６－ジオキサ－２－シラシクロオクタン、
２，２－ジメトキシ－８－（Ｎ－アリル－Ｎ－ビニルアミノメチル）－１，６－ジオキサ
－２－シラシクロオクタン、２，２－ジメトキシ－８－（Ｎ－フェニル－Ｎ－ビニルアミ
ノメチル）－１，６－ジオキサ－２－シラシクロオクタン、２，２－ジメトキシ－８－（
Ｎ－ベンジル－Ｎ－ビニルアミノメチル）－１，６－ジオキサ－２－シラシクロオクタン
、２，２－ジメトキシ－８－（Ｎ－メチル－Ｎ－アリルアミノメチル）－１，６－ジオキ
サ－２－シラシクロオクタン、２，２－ジメトキシ－８－（Ｎ－エチル－Ｎ－アリルアミ
ノメチル）－１，６－ジオキサ－２－シラシクロオクタン、２，２－ジメトキシ－８－（
Ｎ－プロピル－Ｎ－アリルアミノメチル）－１，６－ジオキサ－２－シラシクロオクタン
、２，２－ジメトキシ－８－（Ｎ－ブチル－Ｎ－アリルアミノメチル）－１，６－ジオキ
サ－２－シラシクロオクタン、２，２－ジメトキシ－８－（Ｎ－イソプロピル－Ｎ－アリ
ルアミノメチル）－１，６－ジオキサ－２－シラシクロオクタン、２，２－ジメトキシ－
８－（Ｎ－シクロヘキシル－Ｎ－アリルアミノメチル）－１，６－ジオキサ－２－シラシ
クロオクタン、２，２－ジメトキシ－８－（Ｎ，Ｎ－ジアリルアミノメチル）－１，６－
ジオキサ－２－シラシクロオクタン、２，２－ジメトキシ－８－（Ｎ－フェニル－Ｎ－ア
リルアミノメチル）－１，６－ジオキサ－２－シラシクロオクタン、２，２－ジメトキシ
－８－（Ｎ－ベンジル－Ｎ－アリルアミノメチル）－１，６－ジオキサ－２－シラシクロ
オクタン、２，２－ジメトキシ－８－（Ｎ－メチル－Ｎ－フェニルアミノメチル）－１，
６－ジオキサ－２－シラシクロオクタン、２，２－ジメトキシ－８－（Ｎ－エチル－Ｎ－
フェニルアミノメチル）－１，６－ジオキサ－２－シラシクロオクタン、２，２－ジメト
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キシ－８－（Ｎ－プロピル－Ｎ－フェニルアミノメチル）－１，６－ジオキサ－２－シラ
シクロオクタン、２，２－ジメトキシ－８－（Ｎ－ブチル－Ｎ－フェニルアミノメチル）
－１，６－ジオキサ－２－シラシクロオクタン、２，２－ジメトキシ－８－（Ｎ－イソプ
ロピル－Ｎ－フェニルアミノメチル）－１，６－ジオキサ－２－シラシクロオクタン、２
，２－ジメトキシ－８－（Ｎ－シクロヘキシル－Ｎ－フェニルアミノメチル）－１，６－
ジオキサ－２－シラシクロオクタン、２，２－ジメトキシ－８－（Ｎ，Ｎ－ジフェニルア
ミノメチル）－１，６－ジオキサ－２－シラシクロオクタン、２，２－ジメトキシ－８－
（Ｎ－アリル－Ｎ－フェニルアミノメチル）－１，６－ジオキサ－２－シラシクロオクタ
ン、２，２－ジメトキシ－８－（Ｎ－ベンジル－Ｎ－フェニルアミノメチル）－１，６－
ジオキサ－２－シラシクロオクタン、２，２－ジエトキシ－８－（Ｎ－メチル－Ｎ－ビニ
ルアミノメチル）－１，６－ジオキサ－２－シラシクロオクタン、２，２－ジエトキシ－
８－（Ｎ－エチル－Ｎ－ビニルアミノメチル）－１，６－ジオキサ－２－シラシクロオク
タン、２，２－ジエトキシ－８－（Ｎ－プロピル－Ｎ－ビニルアミノメチル）－１，６－
ジオキサ－２－シラシクロオクタン、２，２－ジエトキシ－８－（Ｎ－ブチル－Ｎ－ビニ
ルアミノメチル）－１，６－ジオキサ－２－シラシクロオクタン、２，２－ジエトキシ－
８－（Ｎ－イソプロピル－Ｎ－ビニルアミノメチル）－１，６－ジオキサ－２－シラシク
ロオクタン、２，２－ジエトキシ－８－（Ｎ－シクロヘキシル－Ｎ－ビニルアミノメチル
）－１，６－ジオキサ－２－シラシクロオクタン、２，２－ジエトキシ－８－（Ｎ，Ｎ－
ジビニルアミノメチル）－１，６－ジオキサ－２－シラシクロオクタン、２，２－ジエト
キシ－８－（Ｎ－アリル－Ｎ－ビニルアミノメチル）－１，６－ジオキサ－２－シラシク
ロオクタン、２，２－ジエトキシ－８－（Ｎ－フェニル－Ｎ－ビニルアミノメチル）－１
，６－ジオキサ－２－シラシクロオクタン、２，２－ジエトキシ－８－（Ｎ－ベンジル－
Ｎ－ビニルアミノメチル）－１，６－ジオキサ－２－シラシクロオクタン、２，２－ジエ
トキシ－８－（Ｎ－メチル－Ｎ－アリルアミノメチル）－１，６－ジオキサ－２－シラシ
クロオクタン、２，２－ジエトキシ－８－（Ｎ－エチル－Ｎ－アリルアミノメチル）－１
，６－ジオキサ－２－シラシクロオクタン、２，２－ジエトキシ－８－（Ｎ－プロピル－
Ｎ－アリルアミノメチル）－１，６－ジオキサ－２－シラシクロオクタン、２，２－ジエ
トキシ－８－（Ｎ－ブチル－Ｎ－アリルアミノメチル）－１，６－ジオキサ－２－シラシ
クロオクタン、２，２－ジエトキシ－８－（Ｎ－イソプロピル－Ｎ－アリルアミノ）メチ
ル－１，６－ジオキサ－２－シラシクロオクタン、２，２－ジエトキシ－８－（Ｎ－シク
ロヘキシル－Ｎ－アリルアミノメチル）－１，６－ジオキサ－２－シラシクロオクタン、
２，２－ジエトキシ－８－（Ｎ，Ｎ－ジアリルアミノメチル）－１，６－ジオキサ－２－
シラシクロオクタン、２，２－ジエトキシ－８－（Ｎ－フェニル－Ｎ－アリルアミノメチ
ル）－１，６－ジオキサ－２－シラシクロオクタン、２，２－ジエトキシ－８－（Ｎ－ベ
ンジル－Ｎ－アリルアミノメチル）－１，６－ジオキサ－２－シラシクロオクタン、２，
２－ジエトキシ－８－（Ｎ－メチル－Ｎ－フェニルアミノメチル）－１，６－ジオキサ－
２－シラシクロオクタン、２，２－ジエトキシ－８－（Ｎ－エチル－Ｎ－フェニルアミノ
メチル）－１，６－ジオキサ－２－シラシクロオクタン、２，２－ジエトキシ－８－（Ｎ
－プロピル－Ｎ－フェニルアミノメチル）－１，６－ジオキサ－２－シラシクロオクタン
、２，２－ジエトキシ－８－（Ｎ－ブチル－Ｎ－フェニルアミノメチル）－１，６－ジオ
キサ－２－シラシクロオクタン、２，２－ジエトキシ－８－（Ｎ－イソプロピル－Ｎ－フ
ェニルアミノメチル）－１，６－ジオキサ－２－シラシクロオクタン、２，２－ジエトキ
シ－８－（Ｎ－シクロヘキシル－Ｎ－フェニルアミノメチル）－１，６－ジオキサ－２－
シラシクロオクタン、２，２－ジエトキシ－８－（Ｎ，Ｎ－ジフェニルアミノメチル）－
１，６－ジオキサ－２－シラシクロオクタン、２，２－ジエトキシ－８－（Ｎ－アリル－
Ｎ－フェニルアミノメチル）－１，６－ジオキサ－２－シラシクロオクタン、２，２－ジ
エトキシ－８－（Ｎ－ベンジル－Ｎ－フェニルアミノメチル）－１，６－ジオキサ－２－
シラシクロオクタン、２－メトキシ－２－メチル－８－（Ｎ－メチル－Ｎ－ビニルアミノ
メチル）－１，６－ジオキサ－２－シラシクロオクタン、２－メトキシ－２－メチル－８
－（Ｎ－エチル－Ｎ－ビニルアミノメチル）－１，６－ジオキサ－２－シラシクロオクタ
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ン、２－メトキシ－２－メチル－８－（Ｎ－プロピル－Ｎ－ビニルアミノメチル）－１，
６－ジオキサ－２－シラシクロオクタン、２－メトキシ－２－メチル－８－（Ｎ－ブチル
－Ｎ－ビニルアミノメチル）－１，６－ジオキサ－２－シラシクロオクタン、２－メトキ
シ－２－メチル－８－（Ｎ－イソプロピル－Ｎ－ビニルアミノメチル）－１，６－ジオキ
サ－２－シラシクロオクタン、２－メトキシ－２－メチル－８－（Ｎ－シクロヘキシル－
Ｎ－ビニルアミノメチル）－１，６－ジオキサ－２－シラシクロオクタン、２－メトキシ
－２－メチル－８－（Ｎ，Ｎ－ジビニルアミノメチル）－１，６－ジオキサ－２－シラシ
クロオクタン、２－メトキシ－２－メチル－８－（Ｎ－アリル－Ｎ－ビニルアミノメチル
）－１，６－ジオキサ－２－シラシクロオクタン、２－メトキシ－２－メチル－８－（Ｎ
－フェニル－Ｎ－ビニルアミノメチル）－１，６－ジオキサ－２－シラシクロオクタン、
２－メトキシ－２－メチル－８－（Ｎ－ベンジル－Ｎ－ビニルアミノメチル）－１，６－
ジオキサ－２－シラシクロオクタン、２－メトキシ－２－メチル－８－（Ｎ－メチル－Ｎ
－アリルアミノメチル）－１，６－ジオキサ－２－シラシクロオクタン、２－メトキシ－
２－メチル－８－（Ｎ－エチル－Ｎ－アリルアミノメチル）－１，６－ジオキサ－２－シ
ラシクロオクタン、２－メトキシ－２－メチル－８－（Ｎ－プロピル－Ｎ－アリルアミノ
メチル）－１，６－ジオキサ－２－シラシクロオクタン、２－メトキシ－２－メチル－８
－（Ｎ－ブチル－Ｎ－アリルアミノメチル）－１，６－ジオキサ－２－シラシクロオクタ
ン、２－メトキシ－２－メチル－８－（Ｎ－イソプロピル－Ｎ－アリルアミノメチル）－
１，６－ジオキサ－２－シラシクロオクタン、２－メトキシ－２－メチル－８－（Ｎ－シ
クロヘキシル－Ｎ－アリルアミノメチル）－１，６－ジオキサ－２－シラシクロオクタン
、２－メトキシ－２－メチル－８－（Ｎ，Ｎ－ジアリルアミノメチル）－１，６－ジオキ
サ－２－シラシクロオクタン、２－メトキシ－２－メチル－８－（Ｎ－フェニル－Ｎ－ア
リルアミノメチル）－１，６－ジオキサ－２－シラシクロオクタン、２－メトキシ－２－
メチル－８－（Ｎ－ベンジル－Ｎ－アリルアミノメチル）－１，６－ジオキサ－２－シラ
シクロオクタン、２－メトキシ－２－メチル－８－（Ｎ－メチル－Ｎ－フェニルアミノメ
チル）－１，６－ジオキサ－２－シラシクロオクタン、２－メトキシ－２－メチル－８－
（Ｎ－エチル－Ｎ－フェニルアミノメチル）－１，６－ジオキサ－２－シラシクロオクタ
ン、２－メトキシ－２－メチル－８－（Ｎ－プロピル－Ｎ－フェニルアミノメチル）－１
，６－ジオキサ－２－シラシクロオクタン、２－メトキシ－２－メチル－８－（Ｎ－ブチ
ル－Ｎ－フェニルアミノメチル）－１，６－ジオキサ－２－シラシクロオクタン、２－メ
トキシ－２－メチル－８－（Ｎ－イソプロピル－Ｎ－フェニルアミノメチル）－１，６－
ジオキサ－２－シラシクロオクタン、２－メトキシ－２－メチル－８－（Ｎ－シクロヘキ
シル－Ｎ－フェニルアミノメチル）－１，６－ジオキサ－２－シラシクロオクタン、２－
メトキシ－２－メチル－８－（Ｎ，Ｎ－ジフェニルアミノメチル）－１，６－ジオキサ－
２－シラシクロオクタン、２－メトキシ－２－メチル－８－（Ｎ－アリル－Ｎ－フェニル
アミノメチル）－１，６－ジオキサ－２－シラシクロオクタン、２－メトキシ－２－メチ
ル－８－（Ｎ－ベンジル－Ｎ－フェニルアミノメチル）－１，６－ジオキサ－２－シラシ
クロオクタン、２－エトキシ－２－メチル－８－（Ｎ－メチル－Ｎ－ビニルアミノメチル
）－１，６－ジオキサ－２－シラシクロオクタン、２－エトキシ－２－メチル－８－（Ｎ
－エチル－Ｎ－ビニルアミノメチル）－１，６－ジオキサ－２－シラシクロオクタン、２
－エトキシ－２－メチル－８－（Ｎ－プロピル－Ｎ－ビニルアミノメチル）－１，６－ジ
オキサ－２－シラシクロオクタン、２－エトキシ－２－メチル－８－（Ｎ－ブチル－Ｎ－
ビニルアミノメチル）－１，６－ジオキサ－２－シラシクロオクタン、２－エトキシ－２
－メチル－８－（Ｎ－イソプロピル－Ｎ－ビニルアミノメチル）－１，６－ジオキサ－２
－シラシクロオクタン、２－エトキシ－２－メチル－８－（Ｎ－シクロヘキシル－Ｎ－ビ
ニルアミノメチル）－１，６－ジオキサ－２－シラシクロオクタン、２－エトキシ－２－
メチル－８－（Ｎ，Ｎ－ジビニルアミノメチル）－１，６－ジオキサ－２－シラシクロオ
クタン、２－エトキシ－２－メチル－８－（Ｎ－アリル－Ｎ－ビニルアミノメチル）－１
，６－ジオキサ－２－シラシクロオクタン、２－エトキシ－２－メチル－８－（Ｎ－フェ
ニル－Ｎ－ビニルアミノメチル）－１，６－ジオキサ－２－シラシクロオクタン、２－エ
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トキシ－２－メチル－８－（Ｎ－ベンジル－Ｎ－ビニルアミノメチル）－１，６－ジオキ
サ－２－シラシクロオクタン、２－エトキシ－２－メチル－８－（Ｎ－メチル－Ｎ－アリ
ルアミノメチル）－１，６－ジオキサ－２－シラシクロオクタン、２－エトキシ－２－メ
チル－８－（Ｎ－エチル－Ｎ－アリルアミノメチル）－１，６－ジオキサ－２－シラシク
ロオクタン、２－エトキシ－２－メチル－８－（Ｎ－プロピル－Ｎ－アリルアミノメチル
）－１，６－ジオキサ－２－シラシクロオクタン、２－エトキシ－２－メチル－８－（Ｎ
－ブチル－Ｎ－アリルアミノメチル）－１，６－ジオキサ－２－シラシクロオクタン、２
－エトキシ－２－メチル－８－（Ｎ－イソプロピル－Ｎ－アリルアミノメチル）－１，６
－ジオキサ－２－シラシクロオクタン、２－エトキシ－２－メチル－８－（Ｎ－シクロヘ
キシル－Ｎ－アリルアミノメチル）－１，６－ジオキサ－２－シラシクロオクタン、２－
エトキシ－２－メチル－８－（Ｎ，Ｎ－ジアリルアミノメチル）－１，６－ジオキサ－２
－シラシクロオクタン、２－エトキシ－２－メチル－８－（Ｎ－フェニル－Ｎ－アリルア
ミノメチル）－１，６－ジオキサ－２－シラシクロオクタン、２－エトキシ－２－メチル
－８－（Ｎ－ベンジル－Ｎ－アリルアミノメチル）－１，６－ジオキサ－２－シラシクロ
オクタン、２－エトキシ－２－メチル－８－（Ｎ－メチル－Ｎ－フェニルアミノメチル）
－１，６－ジオキサ－２－シラシクロオクタン、２－エトキシ－２－メチル－８－（Ｎ－
エチル－Ｎ－フェニルアミノメチル）－１，６－ジオキサ－２－シラシクロオクタン、２
－エトキシ－２－メチル－８－（Ｎ－プロピル－Ｎ－フェニルアミノメチル）－１，６－
ジオキサ－２－シラシクロオクタン、２－エトキシ－２－メチル－８－（Ｎ－ブチル－Ｎ
－フェニルアミノメチル）－１，６－ジオキサ－２－シラシクロオクタン、２－エトキシ
－２－メチル－８－（Ｎ－イソプロピル－Ｎ－フェニルアミノメチル）－１，６－ジオキ
サ－２－シラシクロオクタン、２－エトキシ－２－メチル－８－（Ｎ－シクロヘキシル－
Ｎ－フェニルアミノメチル）－１，６－ジオキサ－２－シラシクロオクタン、２－エトキ
シ－２－メチル－８－（Ｎ，Ｎ－ジフェニルアミノメチル）－１，６－ジオキサ－２－シ
ラシクロオクタン、２－エトキシ－２－メチル－８－（Ｎ－アリル－Ｎ－フェニルアミノ
メチル）－１，６－ジオキサ－２－シラシクロオクタン、２－エトキシ－２－メチル－８
－（Ｎ－ベンジル－Ｎ－フェニルアミノメチル）－１，６－ジオキサ－２－シラシクロオ
クタン、２，２－ジメチル－８－（Ｎ－メチル－Ｎ－ビニルアミノメチル）－１，６－ジ
オキサ－２－シラシクロオクタン、２，２－ジメチル－８－（Ｎ－エチル－Ｎ－ビニルア
ミノメチル）－１，６－ジオキサ－２－シラシクロオクタン、２，２－ジメチル－８－（
Ｎ－プロピル－Ｎ－ビニルアミノメチル）－１，６－ジオキサ－２－シラシクロオクタン
、２，２－ジメチル－８－（Ｎ－ブチル－Ｎ－ビニルアミノメチル）－１，６－ジオキサ
－２－シラシクロオクタン、２，２－ジメチル－８－（Ｎ－イソプロピル－Ｎ－ビニルア
ミノメチル）－１，６－ジオキサ－２－シラシクロオクタン、２，２－ジメチル－８－（
Ｎ－シクロヘキシル－Ｎ－ビニルアミノメチル）－１，６－ジオキサ－２－シラシクロオ
クタン、２，２－ジメチル－８－（Ｎ，Ｎ－ジビニルアミノメチル）－１，６－ジオキサ
－２－シラシクロオクタン、２，２－ジメチル－８－（Ｎ－アリル－Ｎ－ビニルアミノメ
チル）－１，６－ジオキサ－２－シラシクロオクタン、２，２－ジメチル－８－（Ｎ－フ
ェニル－Ｎ－ビニルアミノメチル）－１，６－ジオキサ－２－シラシクロオクタン、２，
２－ジメチル－８－（Ｎ－ベンジル－Ｎ－ビニルアミノメチル）－１，６－ジオキサ－２
－シラシクロオクタン、２，２－ジメチル－８－（Ｎ－メチル－Ｎ－アリルアミノメチル
）－１，６－ジオキサ－２－シラシクロオクタン、２，２－ジメチル－８－（Ｎ－エチル
－Ｎ－アリルアミノメチル）－１，６－ジオキサ－２－シラシクロオクタン、２，２－ジ
メチル－８－（Ｎ－プロピル－Ｎ－アリルアミノメチル）－１，６－ジオキサ－２－シラ
シクロオクタン、２，２－ジメチル－８－（Ｎ－ブチル－Ｎ－アリルアミノメチル）－１
，６－ジオキサ－２－シラシクロオクタン、２，２－ジメチル－８－（Ｎ－イソプロピル
－Ｎ－アリルアミノメチル）－１，６－ジオキサ－２－シラシクロオクタン、２，２－ジ
メチル－８－（Ｎ－シクロヘキシル－Ｎ－アリルアミノメチル）－１，６－ジオキサ－２
－シラシクロオクタン、２，２－ジメチル－８－（Ｎ，Ｎ－ジアリルアミノメチル）－１
，６－ジオキサ－２－シラシクロオクタン、２，２－ジメチル－８－（Ｎ－フェニル－Ｎ
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－アリルアミノメチル）－１，６－ジオキサ－２－シラシクロオクタン、２，２－ジメチ
ル－８－（Ｎ－ベンジル－Ｎ－アリルアミノメチル）－１，６－ジオキサ－２－シラシク
ロオクタン、２，２－ジメチル－８－（Ｎ－メチル－Ｎ－フェニルアミノメチル）－１，
６－ジオキサ－２－シラシクロオクタン、２，２－ジメチル－８－（Ｎ－エチル－Ｎ－フ
ェニルアミノメチル）－１，６－ジオキサ－２－シラシクロオクタン、２，２－ジメチル
－８－（Ｎ－プロピル－Ｎ－フェニルアミノメチル）－１，６－ジオキサ－２－シラシク
ロオクタン、２，２－ジメチル－８－（Ｎ－ブチル－Ｎ－フェニルアミノメチル）－１，
６－ジオキサ－２－シラシクロオクタン、２，２－ジメチル－８－（Ｎ－イソプロピル－
Ｎ－フェニルアミノメチル）－１，６－ジオキサ－２－シラシクロオクタン、２，２－ジ
メチル－８－（Ｎ－シクロヘキシル－Ｎ－フェニルアミノメチル）－１，６－ジオキサ－
２－シラシクロオクタン、２，２－ジメチル－８－（Ｎ，Ｎ－ジフェニルアミノメチル）
－１，６－ジオキサ－２－シラシクロオクタン、２，２－ジメチル－８－（Ｎ－アリル－
Ｎ－フェニルアミノメチル）－１，６－ジオキサ－２－シラシクロオクタン、２，２－ジ
メチル－８－（Ｎ－ベンジル－Ｎ－フェニルアミノメチル）－１，６－ジオキサ－２－シ
ラシクロオクタン等が挙げられる。これらの化合物は、相溶性パラメータの値が好ましく
は１０（ｃａｌ／ｃｍ3）1/2（Ｆｅｄｏｒｓ計算法２５℃）以上、より好ましくは１１±
１（ｃａｌ／ｃｍ3）1/2以上の樹脂において、相溶性が向上する。
【００１７】
　次に、上記一般式（１）で示されるアミノ基を有する有機ケイ素化合物の製造方法につ
いて、説明する。上記一般式（１）で示されるアミノ基を有する有機ケイ素化合物は、例
えば下記一般式（２）

【化７】

（式中、Ｒ1は炭素数１～１０の置換又は非置換のアルキル基、炭素数２～１０の置換又
は非置換のアルケニル基、炭素数６～１０の置換又は非置換のアリール基、又は炭素数７
～１０の置換又は非置換のアラルキル基である。Ｒ2は炭素数２～１０の置換又は非置換
のアルケニル基、炭素数６～１０の置換又は非置換のアリール基、又は炭素数７～１０の
置換又は非置換のアラルキル基である。）
で示されるアミン化合物と、下記一般式（３）

【化８】

（式中、Ｒ3及びＲ4は炭素数１～１０の置換又は非置換の１価炭化水素基であり、各々同
一又は異なっていてもよい。ｎは０～２の整数である。）
で示されるγ－グリシドキシプロピルアルコキシシランを反応させ、得られた反応混合物
を溶媒還流下で脱アルコール環化することにより得られる。
【００１８】
　一般式（２）で示される化合物として具体的には、メチルビニルアミン、エチルビニル
アミン、ｎ－プロピルビニルアミン、ｎ－ブチルビニルアミン、イソプロピルビニルアミ
ン、シクロヘキシルビニルアミン、ジビニルアミン、アリルビニルアミン、フェニルビニ
ルアミン、ベンジルビニルアミン、メチルアリルアミン、エチルアリルアミン、ｎ－プロ
ピルアリルアミン、ｎ－ブチルアリルアミン、イソプロピルアリルアミン、シクロヘキシ
ルアリルアミン、ジアリルアミン、フェニルアリルアミン、ベンジルアリルアミン、メチ
ルフェニルアミン、エチルフェニルアミン、ｎ－プロピルフェニルアミン、ｎ－ブチルフ
ェニルアミン、イソプロピルフェニルアミン、シクロヘキシルフェニルアミン、ビニルフ
ェニルアミン、アリルフェニルアミン、ジフェニルアミン、ベンジルフェニルアミン等が
挙げられる。
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【００１９】
　一般式（３）で示される化合物として具体的には、γ－グリシドキシプロピルトリメト
キシシラン、γ－グリシドキシプロピルメチルジメトキシシラン、γ－グリシドキシプロ
ピルジメチルメトキシシラン、γ－グリシドキシプロピルトリエトキシシラン、γ－グリ
シドキシプロピルメチルジエトキシシラン、γ－グリシドキシプロピルジメチルエトキシ
シラン等が挙げられる。
【００２０】
　上記一般式（２）のアミン化合物と一般式（３）のγ－グリシドキシプロピルアルコキ
シシラン化合物を反応させる場合、一般式（２）で示されるアミン化合物と、一般式（３
）で示されるγ－グリシドキシプロピルアルコキシシラン化合物の配合比は特に限定され
ないが、反応性、生産性の点から、一般式（３）で示されるシラン化合物１モルに対し、
一般式（２）で示されるアミン化合物０．５～１０モル、好ましくは０．５～５モル、更
に好ましくは０．８～５モルの範囲である。
【００２１】
　上記反応の反応温度は特に限定されないが、５０～２００℃、好ましくは７０～２００
℃、特に８０～１６０℃が好ましく、反応時間は１～２０時間、特に１～１５時間が好ま
しい。
【００２２】
　なお、上記反応は無溶媒でも進行するが、溶媒を用いることもできる。用いられる溶媒
としては、ペンタン、ヘキサン、シクロヘキサン、ヘプタン、イソオクタン、ベンゼン、
トルエン、キシレン等の炭化水素系溶媒、メタノール、エタノール等のアルコール系溶媒
、ジエチルエーテル、テトラヒドロフラン、ジオキサン等のエーテル系溶媒、酢酸エチル
、酢酸ブチル等のエステル系溶媒、アセトニトリル、Ｎ，Ｎ－ジメチルホルムアミド等の
非プロトン性極性溶媒、ジクロロメタン、クロロホルム等の塩素化炭化水素系溶媒等が例
示される。これらの溶媒は１種を単独で使用してもよく、あるいは２種以上を混合して使
用してもよい。溶媒を用いた場合、溶媒の還流下で反応させることが、分子間での縮合を
抑制する点で好ましい。
【００２３】
　また、上記式（２）のアミン化合物と式（３）のγ－グリシドキシプロピルアルコキシ
シランの反応により得られた反応混合物を溶媒還流下で脱アルコール環化反応する際に用
いられる溶媒としては、ペンタン、ヘキサン、シクロヘキサン、ヘプタン、イソオクタン
、ベンゼン、トルエン、キシレン等の炭化水素系溶媒、ジエチルエーテル、テトラヒドロ
フラン、ジオキサン等のエーテル系溶媒、酢酸エチル、酢酸ブチル等のエステル系溶媒、
アセトニトリル、Ｎ，Ｎ－ジメチルホルムアミド等の非プロトン性極性溶媒、ジクロロメ
タン、クロロホルム等の塩素化炭化水素系溶媒、上記式（２）のアミン化合物等が例示さ
れる。これらの溶媒は１種を単独で使用してもよく、あるいは２種以上を混合して使用し
てもよい。好ましくは、発生するアルコールより沸点の高い溶媒が良い。
　反応により発生したアルコールは反応器より気体又は凝集した液体として留去するとよ
い。また、アルコールを留去する際に、用いた溶媒を共に留去した方がアルコールを留去
しやすいため好ましく、更に留去した留分から溶媒のみを分留して反応器内に戻すと用い
る溶媒の量を減少することが可能である。
【００２４】
　更に、上記一般式（２）で示されるアミン化合物に、上記一般式（３）で示されるγ－
グリシドキシプロピルアルコキシシランを反応する際に、溶媒還流下で脱アルコール環化
反応を同時に行うことにより、上記一般式（１）記載のアミノ基を有する有機ケイ素化合
物を製造することも可能であり、収率の観点から有利である。
【００２５】
　上記脱アルコール環化反応は無触媒でも進行するが、触媒を用いることもできる。用い
られる触媒としては、酸性触媒、塩基性触媒、遷移金属触媒等が挙げられ、反応性の観点
から塩基性触媒が好適に用いられる。塩基性触媒の例としては、アルカリ金属水酸化物、
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アルカリ土類金属水酸化物、アルカリ金属アルコキシド、アルカリ土類金属アルコキシド
、４級アンモニウムヒドロキシド等が挙げられる。具体的には、水酸化カリウム、水酸化
ナトリウム、水酸化セシウム等のアルカリ金属水酸化物、カリウムメトキシド、ナトリウ
ムメトキシド、カリウムエトキシド、ナトリウムエトキシド等のアルカリ金属アルコキシ
ド、テトラメチルアンモニウムヒドロキシド、テトラエチルアンモニウムヒドロキシド、
テトラプロピルアンモニウムヒドロキシド、テトラブチルアンモニウムヒドロキシド、ト
リメチルベンジルアンモニウムヒドロキシド等のアルキル、アリール基等を有する４級ア
ンモニウムヒドロキシド等が挙げられ、特にアルカリ金属アルコキシドが好適に用いられ
る。また、塩基性触媒は水溶液やアルコール溶液等として用いることができる。
【００２６】
　上記触媒は、単独又は複数で併用してもよく、触媒の配合比は特に限定されないが、ケ
イ素原子１モルに対し、触媒を０．００１～１．０モル、特に０．００５～０．１モル用
いるのが好ましい。触媒が少なすぎると触媒の充分な効果が発現しない場合があり、多す
ぎると、触媒の量に見合うだけの反応促進効果が得られない場合がある。
【００２７】
　本発明の有機ケイ素化合物は、そのまま使用しても問題ないが、溶媒に希釈して用いた
方が簡便で好ましい。溶媒としては、水、メタノール、エタノール等のアルコール系溶媒
、ペンタン、ヘキサン、シクロヘキサン、ヘプタン、イソオクタン、ベンゼン、トルエン
、キシレン等の炭化水素系溶媒、アセトン、メチルイソブチルケトン等のケトン系溶媒、
ジエチルエーテル、テトラヒドロフラン、ジオキサン等のエーテル系溶媒、酢酸エチル、
酢酸ブチル等のエステル系溶媒、アセトニトリル、Ｎ，Ｎ－ジメチルホルムアミド等の非
プロトン性極性溶媒、ジクロロメタン、クロロホルム等の塩素化炭化水素系溶媒等が例示
され、特に水、アルコール溶液が好ましい。用いる濃度としては、有機ケイ素化合物が、
０．００１～５０質量％となるように希釈して用いるとよい。
【００２８】
　本発明の有機ケイ素化合物は、本発明の効果を損なわない範囲であれば、顔料、消泡剤
、潤滑剤、防腐剤、ｐＨ調節剤、フィルム形成剤、帯電防止剤、抗菌剤、界面活性剤、染
料等から選択される他の添加剤の１種以上を含有するものであってもよい。
【００２９】
　本発明の有機ケイ素化合物の用途は特に限定されるものではないが、具体的には、無機
充填剤の表面処理、液状封止剤、鋳物用鋳型、樹脂の表面改質、高分子変性剤及び水系塗
料の添加剤等を挙げることができる。
【００３０】
　本発明の有機ケイ素化合物を用いることで、無機充填剤の表面処理をすることが可能で
ある。無機充填剤としては、ガラス繊維、粉末シリカ、粉末アルミナ、粉末タルク、粉末
炭酸カルシウム等が挙げられる。また、該ガラス繊維の材料としては、Ｅガラス、Ｃガラ
ス等の一般的に用いられる種類のガラスを用いることができる。該ガラス繊維は、その製
品形態に限定されない。ガラス繊維製品は多岐にわたるが、例えば、繊維径が３～３０μ
ｍのガラス糸（フィラメント）の繊維束、撚糸、織物を挙げることができる。
【００３１】
　無機充填剤を前記の有機ケイ素化合物を用いて処理する方法としては、一般的に用いら
れる方法が採用できる。即ち、本発明の表面処理剤をそのままもしくは希釈して用い、こ
れに前記無機充填剤を浸漬させた後、無機充填剤を引き上げて乾燥する方法や、この表面
処理剤をそのままもしくは希釈したものを無機充填剤表面にスプレーした後、無機充填剤
を乾燥する方法等が挙げられる。
【実施例】
【００３２】
　以下、合成例及び実施例を示して本発明を具体的に説明するが、本発明は下記の実施例
に制限されるものではない。なお、下記例中、Ｍｅはメチル基、Ｅｔはエチル基を示す。
【００３３】
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　［実施例１］２，２－ジメトキシ－８－（Ｎ，Ｎ－ジアリルアミノメチル）－１，６－
ジオキサ－２－シラシクロオクタンの製造
　撹拌機、還流器、滴下ロート及び温度計を備えたフラスコに、ジアリルアミン４７ｇ（
０．４８モル）を仕込み、γ－グリシドキシプロピルトリメトキシシラン９４ｇ（０．４
０モル）を１０５～１１５℃で６時間かけて滴下し、その温度で２時間撹拌して、黄色透
明な反応液を得た。
【００３４】
　次いで、撹拌機、分留頭、還流管、滴下ロート及び温度計を備えたフラスコに、トルエ
ン３００ｍｌ、２８質量％ナトリウムメトキシドメタノール溶液１．５ｇを仕込み、還流
下に上記得られた反応液を滴下しながら、アルコールを含む留分を徐々に抜き出した。更
に、内温が１４５℃になるまで留分を抜き出し反応を終了した。得られた反応液を蒸留す
ることで、１３９～１４１℃／０．３ｋＰａの淡黄色透明な留分を９２ｇ得た。
【００３５】
　得られた留分の質量スペクトル、1Ｈ－ＮＭＲスペクトル（重クロロホルム溶媒）、Ｉ
Ｒスペクトルを測定した。図１には1Ｈ－ＮＭＲスペクトルのチャート、図２にはＩＲス
ペクトルのチャートを示した。質量スペクトルの結果を下記に示す。
　質量スペクトル
　　　ｍ／ｚ　３０１、２６０、２２８、１１０、４１
　以上の結果より、得られた留分は２，２－ジメトキシ－８－（Ｎ，Ｎ－ジアリルアミノ
メチル）－１，６－ジオキサ－２－シラシクロオクタンであることを確認した。
【００３６】
　［実施例２］２，２－ジメトキシ－８－（Ｎ－メチル－Ｎ－フェニルアミノメチル）－
１，６－ジオキサ－２－シラシクロオクタンの製造
　撹拌機、還流器、滴下ロート及び温度計を備えたフラスコに、メチルアニリン９６ｇ（
０．９０モル）を仕込み、γ－グリシドキシプロピルトリメトキシシラン７１ｇ（０．３
０モル）を１２５～１３０℃で６時間かけて滴下し、その温度で２時間撹拌して、黄色透
明な反応液を得た。
【００３７】
　次いで、撹拌機、分留頭、還流管、滴下ロート及び温度計を備えたフラスコに、トルエ
ン２００ｍｌ、２８質量％ナトリウムメトキシドメタノール溶液０．５ｇを仕込、還流下
に上記得られた反応液を滴下しながら、アルコールを含む留分を徐々に抜き出した。更に
内温が１４５℃になるまで留分を抜き出し反応を終了した。得られた反応液を蒸留するこ
とで、１５７～１５８℃／０．２ｋＰａの淡黄色透明な留分を６８ｇ得た。
【００３８】
　得られた留分の質量スペクトル、1Ｈ－ＮＭＲスペクトル（重クロロホルム溶媒）、Ｉ
Ｒスペクトルを測定した。図３には1Ｈ－ＮＭＲスペクトルのチャート、図４にはＩＲス
ペクトルのチャートを示した。質量スペクトルの結果を下記に示す。
　質量スペクトル
　　　ｍ／ｚ　３１１、２８０、１９１、１２０、７７
　以上の結果より、得られた留分は２，２－ジメトキシ－８－（Ｎ－メチル－Ｎ－フェニ
ルアミノメチル）－１，６－ジオキサ－２－シラシクロオクタンであることを確認した。
【００３９】
　　［実施例３］２－エトキシ－２－メチル－８－（Ｎ，Ｎ－ジアリルアミノメチル）－
１，６－ジオキサ－２－シラシクロオクタンの製造
　撹拌機、分留頭、還流管、滴下ロート及び温度計を備えたフラスコに、ジアリルアミン
１９０ｇ（２．０モル）、２０質量％ナトリウムエトキシドエタノール溶液０．５ｇを仕
込み、還流下γ－グリシドキシプロピルジエトキシメチルシラン７４ｇ（０．３０モル）
を８時間かけて滴下しながら、生成するエタノールを含む留分を徐々に抜き出した。得ら
れた反応液を蒸留することで、１２１～１２２℃／０．２ｋＰａの黄色透明な留分を５２
ｇ得た。
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【００４０】
　得られた留分の質量スペクトル、1Ｈ－ＮＭＲスペクトル（重クロロホルム溶媒）、Ｉ
Ｒスペクトルを測定した。図５には1Ｈ－ＮＭＲスペクトルのチャート、図６にはＩＲス
ペクトルのチャートを示した。質量スペクトルの結果を下記に示す。
　質量スペクトル
　　　ｍ／ｚ　２９９、２８４、２５８、１１０、４１
　以上の結果より、得られた留分は２－エトキシ－２－メチル－８－（Ｎ，Ｎ－ジアリル
アミノメチル）－１，６－ジオキサ－２－シラシクロオクタンであることを確認した。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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